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   2023 年９月 14 日 

各  位    

 
会 社 名 ポ ー ル ト ゥ ウ ィ ン 

ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

 代表者名 代表取締役社長 橘    鉄 平 

  (コード：3657、東証プライム) 

 問合せ先 取締役管理部部長 山 内  城 治 

  (TEL：03－5909－7911) 
 

 

 

特別損失の計上、第２四半期（累計）連結業績予想値と実績との差異、 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、2023年９月 14日開催の取締役会において、下記のとおり 2024年１月期第２四半期の決算に

て、特別損失を計上することといたしましたので、お知らせいたします。また、2023 年３月 14 日に公

表いたしました 2024 年１月期第２四半期（累計）連結業績予想値と本日公表の実績との差異、及び

2024年１月期の通期連結業績予想の修正について、下記のとおり併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

 当社連結子会社である株式会社 HIKE（ハイク）のグラフィック事業（買収時商号は「株式会社カラ

フル」。同社は、当社グループ内の吸収合併を経て消滅し、HIKE のグラフィック事業となる。以下、

「HIKE のグラフィック事業」）及び株式会社 Ninjastars（以下、「Ninjastars」）について、HIKE

のグラフィック事業はグラフィック制作を、Ninjastars はセキュリティ診断、セキュリティコンサル

タント等のサイバーセキュリティ事業を主な事業としておりますが、いずれも買収時に想定した事業

計画を下回る推移が続いており、回復が不確実であることから、両社に関するのれんの減損損失 316

百万円を計上いたしました。 

 

２．2024年１月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績との差異 

（2023年２月１日～2023年７月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円  

前回発表予想（Ａ） 24,067 1,338 1,340 882 23円 84銭 

今回実績（Ｂ） 22,340 491 422 △354 △9円 64銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,727 △847 △918 △1,237  

増減率（％） △7.2 △63.3 △68.5 -  

（ご参考）前期第２四

半期実績（2023年１月

期第２四半期） 

19,661 1,351 1,653 161 4円 30銭 

 

（差異の理由） 

メディア・コンテンツにおいては、新規連結子会社である株式会社アクアプラス（以下、「アクア

プラス」）やゲーム開発出資のレベニューシェアが売上高、営業利益とも計画を上回っておりますが、

海外ソリューションにおいて、一部顧客からの受注が減少するとともに、想定以上の物価上昇・人件

費増加があり、売上高、営業利益とも予想を下回りました。 

また、本日（2023 年９月 14 日）公表の「特別調査委員会の調査報告書の受領及び役員報酬の減額

に関するお知らせ」の「３．業績への影響について」に記載しました通り、2024 年 1 月期第２四半期
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決算において、外注費等売上原価の取消 93百万円、営業外費用として貸倒引当金繰入額 188百万円を

計上したことにより、経常利益が予想を下回りました。 

加えて、「１．特別損失の計上」に記載しましたとおり、HIKEのグラフィック事業及び Ninjastars

に関するのれんの減損損失 316 百万円を計上したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益が

予想を下回りました。 

 

３．2024年１月期通期連結業績予想数値の修正（2023年２月１日～2024年１月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円  

前回発表予想（Ａ） 50,136 3,174 3,177 1,952 52円 72銭 

今回修正予想（Ｂ） 47,113 1,744 1,776 440 12円 20銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,023 △1,430 △1,401 △1,512  

増減率（％） △6.0 △45.1 △44.1 △77.5  

（ご参考）前期実績

（2023年１月期） 
39,929 2,724 2,689 795 21円 18銭 

 

（修正の理由） 

  第２四半期（累計）連結業績を踏まえ、メディア・コンテンツにおいては、アクアプラスの業績寄

与やゲーム開発出資のレベニューシェア収入により、売上高、利益ともに増加が見込まれます。国内

ソリューション及び海外ソリューションにおいては、一部顧客の開発体制見直しによる受注減少・後

ろ倒しや物価上昇・人件費増加による売上高、利益の減少が見込まれます。また、「２．2024 年１月

期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績との差異」に記載しましたとおり、特別調査委員会の調

査結果やのれんの減損損失を反映し、通期連結業績予想を修正いたしました。 

 

※ 上記予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


